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◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
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※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

本庄早稲田駅開業10周年によせて

　
「
自
転
車
も

　
　
　
　

の
れ
ば
車
の

　
　
　
　
　
　
　

な
か
ま
い
り
」

　

車
両
の
運
転
者
と
し
て
責
任
を

自
覚
し
、
加
害
者
や
被
害
者
に
な

ら
な
い
よ
う
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
重
点

① 

自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外
で
す
。

② 

車
道
は
左
側
を
通
行
し
ま
し
ょ

う
。（
逆
走
は
ダ
メ
！
）

③ 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・ 
飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
並
進

の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・ 

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
、
安
全
確
認

⑤ 

幼
児
や
児
童
が
自
転
車
を
利
用

す
る
際
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

ら
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
転

車
を
利
用
す
る
人
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

⑥ 

定
期
的
に
点
検
整
備
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

市
で
は
、本
庄
地
域
で
高
崎
線
の

南
地
区
及
び
児
玉
地
域
の
一
定
の

年
齢
の
人
に
生
活
機
能
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

ご
自
宅
に
届
か
な
か
っ
た
人
で

介
護
予
防
事
業
に
興
味
の
あ
る
人

に
は
、
希
望
に
よ
り
同
様
の
も
の

を
お
送
り
し
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
回
答
結
果
に
よ
っ
て
介
護

予
防
事
業
へ
の
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

対 

象　

要
介
護
度
の
な
い
65
歳
以

上
の
市
民

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

７
⑦ 

自
転
車
総
合
保
険
や
個
人
賠
償

責
任
保
険
な
ど
の
保
険
に
入
り

ま
し
ょ
う
。

★ 

危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４
、

総
務
課
☎
72
１
３
３
２

５
月
は
九
都
県
市
一
斉「
自
転

車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間
」

で
す

生
活
機
能
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
発
送
し
ま
す

　本庄早稲田駅は３月13日で開業10周年を迎え、去
る４月12日にＪＲ東日本高崎支社の主催で記念イベン
トが開催されました。
　本庄に新幹線駅をという市民の願いは、今から40年
以上前の上越新幹線が計画された時代からありました。
誘致運動が本格化したのは時代が平成に代わる頃で、
周辺各自治体の賛同を得て新駅設置期成同盟会が発足
し、その後誘致運動は本格化。平成10年に埼玉県と早
稲田大学の強い応援を得て、ＪＲ東日本により設置決
定が発表されました。駅建設に向けての大きな一歩で
した。
　しかし建設費用は巨額で、全額地元負担が条件でし
た。埼玉県が41億円、旧本庄市が41億円、旧児玉町
を含む地方拠点法に指定された当時の６つの町村で20
億5千万円、残りを早稲田大学の７億円を筆頭に多くの
団体や企業、そして市民の皆さまからのご寄附、合計
約14億３千万円をいただき建設に着手。名前も公募に
より「本庄早稲田」と決定し、平成16年３月、長年の
地元の悲願であった新幹線駅は完成開業したのです。

　開業後10年間も実にさまざまな出来事がありました。
開業年には天皇皇后両陛下の行幸啓を仰ぎ、その次の
日には中越地震が発生。平成18年には駅周辺整備の事
業認可が下り、平成22年にまちびらき。翌23年には
東日本大震災で約1,000人の乗降客が駅に足止めされ
ました。今日、周辺整備により南北ともロータリーが
大きく完成。本庄早稲田の杜づくりはまだ途上である
とはいうものの大企業本社や大型店も進出し、駅の周
りの景色も大きく変わりました。乗降客数はリーマン
ショックで一時落ち込み、列車本数の増加は実現して
いませんが、近年乗降客数は再び増加傾向にあります。
今後ぜひとも本数の増加につなげたいものです。
　記念イベントの日、私は本庄早稲田駅構内にある寄
附者の芳名板を改めて拝見しつつ、開業までの間にご
寄附いただいた多くの市民の皆さま、そしてご尽力い
ただいた歴代の本庄市長、埼玉県知事、早稲田大学総長、
ＪＲ東日本社長はじめすべての関係者、そして開業後
の10年間ご尽力いただいた歴代駅長はじめ多くの関係
者に、心から敬意と感謝の念を捧げたところです。

お
知
ら
せ
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本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

委
員
を
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
は
、

市
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
、
市
民
と
共
に
ス

ポ
ー
ツ
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
る

非
常
勤
の
職
員
で
、
市
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
に
資
す
る
た
め
の
施
策
の

総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
調
査
審
議
を
行
い
ま
す
。

応 

募
資
格　

20
歳
以
上
の
市
内
在

住
者
（
学
生
を
除
く
）

※
ま
た
、
既
に
他
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
に
３
機
関
以
上
委
嘱
さ
れ

て
い
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
員　

２
人

任 

期　

７
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

６
月
30
日
ま
で
（
２
年
間
）

報 

酬　

６
、
２
０
０
円
（
１
回
）

※
年
２
回
程
度
、
審
議
会
を
開
催

し
ま
す
。

選
考
方
法　

書
類
審
査

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応 

募
方
法　

５
月
30
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
次
の
書
類
な
ど
を
郵
送

又
は
体
育
課
ま
で
直
接
持
参

① 

本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

委
員
応
募
申
込
書
及
び
「
本
庄

市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
８
０
０
字
程
度
の
作
文

②
市
税
に
滞
納
が
な
い
証
明
書

※
応
募
書
類
は
体
育
課
（
市
役
所

４
階
）、
シ
ル
ク
ド
ー
ム
、
エ
コ
ー

ピ
ア
で
配
布
し
ま
す
。

応
募
先　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
教
育
委
員
会
体
育
課

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

　

市
で
は
、
市
街
地
化
の
進
展
や

局
地
的
な
大
雨
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）

の
増
加
に
伴
い
、
側
溝
・
下
水
道

や
排
水
路
の
雨
水
排
水
能
力
を
上

回
る
雨
水
流
出
に
備
え
る
た
め
、

内
水
は
ん
濫
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
家
庭
へ
の
配
布
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

※
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

★
下
水
道
課
☎
㉕
１
１
４
７

内
水
は
ん
濫
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
し
た

対 

象　

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち

で
、
引
き
続
き
治
療
が
必
要
な

20
歳
未
満
の
人

受 

付
期
間　

５
月
９
日
㈮
か
ら
６

月
13
日
㈮
ま
で
（
土
・
日
・
休

日
を
除
く
）

受
付
場
所　

本
庄
保
健
所

提 

出
書
類　

申
請
書
、
医
療
意
見

書
、
生
計
中
心
者
の
所
得
税
関

係
証
明
書
な
ど

※
保
健
所
か
ら
必
要
書
類
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
給
付

の
継
続
申
請
の
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す

本
庄
市
環
境
審
議
会
委
員
を

募
集

　

市
で
は
、
広
く
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

本
庄
市
環
境
審
議
会
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　

審
議
会
で
は
、
恵
み
豊
か
な
環

境
を
保
全
す
る
た
め
、
環
境
に
関

す
る
基
本
的
な
事
項
や
重
要
な
施

策
を
調
査
・
審
議
し
ま
す
。

応 

募
資
格　

20
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
者
で
年
間
３
回
程
度
、

平
日
の
日
中
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人

※
ま
た
、
既
に
他
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
に
３
機
関
以
上
委
嘱
さ
れ

て
い
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
員　

３
人
以
内

任 

期　

６
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

５
月
31
日
ま
で
（
２
年
間
）

選
考
方
法　

書
類
審
査

※
結
果
は
、
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

応 

募
方
法　

５
月
23
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
任
意
の
用
紙
に
必
要
事

項
（
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
経
歴
）
を
記
入
の

う
え
、「
本
庄
市
の
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
４
０
０
字
以
上
８
０
０
字
以

内
の
作
文
を
添
え
て
、
左
記
へ

郵
送
又
は
直
接
持
参

応
募
先　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
環
境
推
進
課

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３

　

６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。
熊
谷
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
で
は
、「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
の
行
事
と
し
て
、
人
権
に

関
す
る
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

日 

時　
６
月
２
日
㈪　
午
後
１
時
〜

４
時

会 
場　

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
、

セ
ル
デ
ィ
１
階
和
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
熊
谷
支

局
☎
０
４
８―
５
２
４―

８
８

０
５

人
権
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い


